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研究テーマ※ 戦後日本映画における「恐怖」と「二重性」 

概要※ 
（概ね1000字以内） 

（写真・グラフ等自由） 

【研究の背景・目的・内容】 

 戦後日本における「恐怖」に関わる映画作品（とりわけ怪談映画とスリラー映画）を対象とし、それを「二重性」

という観点から分析する。作品内で恐怖や不安をもたらすものとして現れる人間や世界の二重性を、映画やイ

メージそれ自体が孕む二重性と関係づけることによって、そこに戦後日本の社会的不安がいかに表象されてい

るかだけでなく、「恐怖」という情動をもたらす視覚メディアの「体験」がそこに根本的に重なりあっていること

を明らかにしようとしている。〈戦後日本−恐怖−視覚メディア〉の関係を重層的に捉える視点によって、戦後日

本映画史の新たな一面を照らし出すとともに、そこでの「世界」や「人間」に対する認識のあり方を明らかにする

こと。これが研究の目的である。 

 

【応用例、研究の展望】 

・「恐怖」と「映画」とを根本的に関係づけた、日本ではじめての本格的な恐怖映画史を記述することを目指して

いる。 

・「二重性」という視点は、恐怖ジャンルのみならず、戦後日本映画全体の新たな視点からの再考へと展開しうる

ものと考えている。 
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